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１. これまでの取組み

2019年11月 法務委員会にて検討開始

2019年12月 理事会にて適正取引の推進に向けた自主行動計画ＷＧ設置を決定

2020年1～2月 適正取引の推進に向けた自主行動計画ＷＧにて内容検討

2020年2月 法務委員会にて理事会への上程案の承認

2020年7月 理事会にて「適正取引の推進に向けた自主行動計画」を機関決定

会員の組合員企業に送付、同時にホームページに掲載

各段ボール工業組合理事会にて説明・周知

2020年9～10月 フォローアップアンケート調査実施



２. 令和2年度フォローアップ調査結果（概要）

調 査 期 間 令和2年9月25日～10月28日

調 査 企 業 会員の組合員企業119社を対象

回 答 企 業 43社 （初回調査につき前年数値なし）

回 答 率 36.1％（初回調査につき前年数値なし）

概観
 段ボール産業は受注産業であることから、合理的な価格決定、

型管理を含めたコスト負担の適正化、支払条件の改善の各項目
において、発注側の立場より、受注側の立場の方が実施率が低い。

 型管理の適正化については、型の再生産時の運用ルール、及び
型の保管費用に関する改善の実施率が低い。















【取組状況】

・会員企業数：119社

・宣言企業数： 2社

・割合：1.7％

【今後の取組】

当連合会及び会員の工業組合で開催する理事会等の会
議で参加を促す。

４.パートナーシップ構築宣言への取組状況等



【今後の取組み】

 自主行動計画の周知

• 策定から今回のフォローアップまでの期間が短かかったことから、自主行動計画の周知
を、会員の組合員企業に対して改めて行う。

 会員の組合員企業による適正取引の推進

• 会員の組合員企業に対して、段ボール産業と他産業の今回のフォローアップ調査結果
をフィードバックし、他の組合員企業や他産業の取組み状況を周知することによって、よ
り積極的な取組みへの意識づけを図る。

• 裾野を広げるためフォローアップ調査への回答を促すための啓発を行う。

• 会員の組合員企業に対してパートナーシップ構築宣言の作成・公表を促す。

【目標】

 フォローアップ調査への回答率を50％以上を目標とする。

５. まとめ（今後の取組み、目標）




